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未来に向かって環境のトータルアドバイザー

RIKKA REPORT
静岡県富士市本市場 ：清水営業所立華株式会社 422 416-0906の１ 〒

TEL 0545-61-8402 FAX 0545-63-9654 URL http://www.rikka.co.jp E-mail info@rikka.co.jp

労働安全衛生法施行令及び特定化学物質障害

予防規則等の改正にて 作業環境の測定基準･､

評価基準となる テトラクロロエチレン の管「 」

。理濃度が引き下げられます

適用開始日 平成28年10月1日)（

【管理濃度の変更内容】

物 質 名 管 理 濃 度

テトラクロロエチレン 改 正 前 ５０ppm

(別名パークロルエチレン) 改 正 後 ２５ppm

テトラクロロエチレンを含む クロロホルムほか9物質 は 有害性 発「 」 、 (
がん性 のおそれがあるため 取り扱い時には以下の対応が必要となり） 、
ます 平成26年11月1日から義務化)。(

１．作業記録の作成
２．記録 健診結果 作業環境測定の記録および評価 の30年間の保存( 、 )
３．有害性等の掲示

局所排気装置の設置･届出･定期自主検査ならびに

作業環境測定についてのお問い合わせは下記担当者まで

対策エンジ課 尾崎克年、渡邊大輔(局排の設置･届出･点検)

環境調査課 中西正彦(作業環境測定)

作業環境課 青柳容子(作業環境測定)

営業部 望月久彰

TEL 0545-61-8402 FAX 0545-63-9654
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１．クロロホルムほか９物質とは
特定化学物質の第2類物質かつ特別管理物質となった 発がんのおそれがある以下の10、

。物質です

①クロロホルム ②四塩化炭素 ③1,4-ジオキサン ④1,2-ジクロロエタン

⑤ジクロロメタン ⑥スチレン ⑦1,1,2,2-テトラクロロエタン

⑧テトラクロロエチレン ⑨トリクロロエチレン ⑩メチルイソブチルケトン

２．平成26年11月1日から義務化されている措置
1)作業記録の作成(特化則第38条の4)

。常時作業に従事する労働者について1ヶ月以内ごとに次の事項の記録が必要です

①労働者の氏名

②従事した作業の概要及び当該作業に従事した期間

③特別管理物質により著しく汚染される事態が生じたときは その概要及び事業者、

が講じた応急の措置の概要

2)記録の保存の延長(特化則第36条 36条の2 38条の4 40条)、 、 、

、 。有害性(発がん性)の遅発性の影響を踏まえ 次の書類の30年間の保存が必要です

、 、 。なお 記録の保存は 書面の保存に代えて電磁的記録による保存が可能です

①健康診断個人票

②作業環境測定の記録

③作業環境測定の評価の記録

④作業記録

3)有害性等の掲示(特化則第38条の3 有機則第24条)、
、 。作業に従事する労働者が見やすい箇所に 次の事項の掲示が必要です

１）特化則

①名称

②人体に及ぼす作用

③取扱上の注意事項

④使用保護具

⑤応急措置

２）有機則

①人体に及ぼす影響

②取扱上の注意

③中毒が発生した時の応急措置

＜表示上の注意点＞

有機則に規定された内容も同時に特化則で定められた上記有害性等の表示に加え、
掲示する必要があります。


